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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成30年11月1日(2018.11.1)

【公開番号】特開2016-104618(P2016-104618A)
【公開日】平成28年6月9日(2016.6.9)
【年通号数】公開・登録公報2016-035
【出願番号】特願2015-215791(P2015-215791)
【国際特許分類】
   Ｂ６２Ｋ  23/06     (2006.01)
   Ｂ６２Ｍ  25/04     (2006.01)
   Ｂ６０Ｔ  11/18     (2006.01)
   Ｂ６２Ｌ   3/02     (2006.01)
   Ｂ６０Ｔ   7/10     (2006.01)
   Ｇ０５Ｇ   1/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６２Ｋ   23/06     　　　　
   Ｂ６２Ｍ   25/04     　　　Ｂ
   Ｂ６０Ｔ   11/18     　　　　
   Ｂ６２Ｌ    3/02     　　　Ｄ
   Ｂ６０Ｔ    7/10     　　　Ｌ
   Ｇ０５Ｇ    1/04     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月20日(2018.9.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２６】
　発明的な各種実施形態について説明してきたが、これらの実施形態には、本発明の範囲
を逸脱することなく様々な変更を施すことが可能である。各構成要素の形状および／また
は寸法および／または位置および／または向きが変更されてもよい。単一の構成要素の機
能が、２つ以上の構成要素によって実行されてもよいし、その逆も然りである。図面にお
いて直接接続されているもの又は直接接触しているものとして描かれている構成要素同士
については、それらの間に介在する構造体が設けられてもよい。一つの図において描かれ
た詳細および／または一つの図もしくは一つの実施形態について説明された詳細は、それ
以外の図または実施形態にも適用可能である。一つの図において描かれた詳細または同じ
文脈で説明された詳細は、同じ実施形態内に、その詳細の全てが必ずしも存在していなく
てもよい。また、従来技術からみて単独で又は他の構成との組合せで革新的である構成又
は態様は、革新的であることが明示されているか否かにかかわらず、本質的に明示されて
いるものとして解釈すべきである。
　以下、本発明に実施態様を記す。
　[態様１]　自転車のハンドルバー（２００）に固定するために設けられた第１の部位（
３）から、前記第１の部位（３）とは概して反対側の第２の部位（４）へと長手方向に延
びる支持体（２，３０２）を備え、 前記支持体（２，３０２）には、概して、前記第１
の部位（３）における前記ハンドルバーに固定するための後面（６）、前記第２の部位（
４）における前面（７）、上面（８）、下面（９）、近位側面（１０）および遠位側面（
１１）が特定されており、 前記支持体（２，３０２）は、前記第２の部位（４）の頂部
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に、把持可能な突出部（１２）を有しており、かつ、 前記支持体（２，３０２）は、シ
リンダーの軸心（Ｃ）を規定する流体圧シリンダー（４２）を含む流体圧アセンブリ（４
１）用のシート（４０）を有しており、 前記流体圧アセンブリ（４１）用の前記シート
（４０）が、前記突出部（１２）に形成されている、手動制御装置（１，３０１）におい
て、 前記手動制御装置（１，３０１）の実質的な長手方向中央平面に沿った断面での、
（ｉ）前記支持体（２，３０２）の前記上面（８）のうち、前記突出部（１２）に含まれ
ない領域（８ａ）での接線（３０８）と、（ｉｉ）前記流体圧アセンブリ（４１）の前記
流体圧シリンダー（４２）の前記軸心（Ｃ）との間で規定される角度（ＡＬＦＡ）が、７
０°～１１８°の範囲内で選択されている（好ましくは８０°～１０８°の範囲内で選択
されている、より好ましくは９４°に選択されている）ことを特徴とする、手動制御装置
（１，３０１）。 
　[態様２]　態様１に記載の手動制御装置（１，３０１）において、前記手動制御装置（
１，３０１）の実質的な長手方向中央平面に沿った断面での、（ｉ）前記支持体（２，３
０２）の前記下面（９）のうち、前記突出部（１２）に含まれない領域（８ａ）での接線
（３０９）と、（ｉｉ）前記流体圧アセンブリ（４１）の前記流体圧シリンダー（４２）
の前記軸心（Ｃ）との間で規定される角度（ＢＥＴＡ）が、４０°～６８°の範囲内で選
択されている（好ましくは４５°～６３°の範囲内で選択されている、より好ましくは５
４．４°に選択されている）、手動制御装置（１，３０１）。 
　[態様３]　態様１または２に記載の手動制御装置（１，３０１）において、前記手動制
御装置（１，３０１）の実質的な長手方向中央平面に沿った断面での、（ｉ）前記上面（
８）のうち、前記突出部（１２）に含まれない前記領域（８ａ）での前記接線（３０８）
と、（ｉｉ）前記突出部（１２）の頂部との間で規定される高さ（Ｈ）が、３８～６４ミ
リメートルの範囲内で選択されている（好ましくは４３～５９ミリメートルの範囲内で選
択されている、より好ましくは５０．９ミリメートルに選択されている）、手動制御装置
（１，３０１）。
　[態様４]　態様１から３のいずれか一項に記載の手動制御装置（１，３０１）において
、前記流体圧アセンブリ（４１）が、軸心（Ｘ）を中心として前記支持体（２，３０２）
に対して回動可能な手動作動部材（２０）によって作動されるものであり、さらに、前記
手動制御装置（１，３０１）の実質的な長手方向中央平面に沿った断面での、前記軸心（
Ｘ）を原点として前記突出部（１２）の頂部に接する円周を規定する半径（Ｒ）が、４３
°～７３°の範囲内で選択されている（好ましくは４９°～６７°の範囲内で選択されて
いる、より好ましくは５８．２°に選択されている）、手動制御装置（１，３０１）。 
　[態様５]　態様４に記載の手動制御装置（１，３０１）において、前記半径（Ｒ）が、
前記突出部（１２）の前記頂部の領域（３１２）における曲率半径でもある、手動制御装
置（１，３０１）。 
　[態様６]　態様１から５のいずれか一項に記載の手動制御装置（１，３０１）において
、手動作動部材（２３）がレバー型である、手動制御装置（１，３０１）。 
　[態様７]　態様１から６のいずれか一項に記載の手動制御装置（１，３０１）において
、前記支持体（２）が、前記第２の部位（４）よりも前記第１の部位（３）のほうに位置
する内部空間（６０）を有しており、前記内部空間（６０）にはスイッチ（６５）が配置
されており、前記第１の部位（３）よりも前記第２の部位（４）のほうに、手動作動部材
（２３）が配置されており、さらに、これら手動作動部材（２３）とスイッチ（６５）と
の間に位置する伝動機構（７０）が設けられており、前記伝動機構（７０）が、前記支持
体（２）内に回転可能に支持されたシャフト（２４，１２４）を含む、手動制御装置（１
，３０１）。 
　[態様８]　態様１から７のいずれか一項に記載の手動制御装置（１，３０１）において
、前記支持体（２，３０２）が、前記流体圧アセンブリ（４１）用の前記シート（４０）
に、突片（１００）を有しており、前記突片（１００）は、前記流体圧アセンブリ（４１
）が着座したときに前記流体圧アセンブリ（４１）を超えて前記支持体（２，３０２）の
外部に向かって突出する（特には、上方に突出する）、手動制御装置（１，３０１）。 
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　[態様９]　態様８に記載の手動制御装置（１，３０１）において、前記突片（１００）
が、フック形状であり、かつ、前記支持体（２，３０２）の取外し可能なカバー（９２）
に対するフックとして機能する、手動制御装置（１，３０１）。 
　[態様１０]　態様１から９のいずれか一項に記載の手動制御装置（１，３０１）におい
て、さらに、前記支持体（２，３０２）の取外し可能なカバー（９２）であって、前記流
体圧アセンブリ（４１）との接触領域に肉厚部（９９）または内側パッドが設けられてい
る取外し可能なカバー（９２）、を備える、手動制御装置（１，３０１）。 
　[態様１１]　態様１から１０のいずれか一項に記載の手動制御装置（１，３０１）にお
いて、前記流体圧アセンブリ（４１）が流体圧ブレーキを制御する、手動制御装置（１，
３０１）。 
　[態様１２]　態様１から１１のいずれか一項に記載の手動制御装置（１，３０１）にお
いて、前記手動制御装置（１，３０１）が、前記自転車のギアシフト装置、前記ギアシフ
ト装置の電気機械式のディレイラ、またはサイクルコンピュータを制御するようにさらに
構成されている、手動制御装置（１，３０１）。 
　[態様１３]　態様１から１２のいずれか一項に記載の手動制御装置（１，３０１）にお
いて、前記流体圧アセンブリ（４１）を作動させる、レバー（２０）の形態の第２の手動
作動部材（２０）が設けられおり、前記第２の手動作動部材（２０）内に、前記手動作動
部材（２３）が部分的に収容される（好ましくは、前記手動作動部材（２３）は、前記第
２の手動作動部材（２０）の作動状態においても前記第２の手動作動部材（２０）内に部
分的に収容される）、手動制御装置（１，３０１）。
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